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	創造国語　教材開発ユニット
	8/22
	(土)
	８：５０～１６：３０

	横浜国立大学附属横浜小学校

	教材開発ユニットから
	　教科書教材と、子どもたちの読書実態との「ギャップ」を感じることはありませんか？ タブレットやスマホで興味が多様化している現代、教科書だけでは活発な言語活動が難しくなっています。 　 だからこそ私たちは、子どもが思わず前のめりになる「楽しく、力のつく」新たな教材開発と授業を提案します。 　あなたに、国語の楽しさをお届けします！

	公開授業Ⅰ　～みんなで考える授業～
	５年１組 「小説を音楽に」 ～作者の伝えたいこと～ 鈴木　俊祐 横浜国立大学附属 横浜小学校
	　ひとつの物語が「小説」や「音楽」という異なるメディアで表現されるとき、そこにはどのような「表現の意図」があるのでしょうか。本授業では、人気音楽ユニットの楽曲と、その原作小説の読み比べに挑戦します。「あえて描写を削ったのはなぜか？」という表現の“ずれ”をフックに、言葉の選択や省略に隠された作者の意図を分析。 　作品を受動的に味わうだけでなく、表現の背景にある意図を問い続ける「主体的な読み手」を育む、新しい高学年の国語授業を提案します。

	２年　【物語文×漫画】 森　壽彦　お茶の水女子大学附属小学校
	　「お手紙」の登場人物の行動から、その内面の高まりを子どもたちは読み解けているでしょうか？日常的に親しんでいる「漫画」の特定場面のコマから行動や様子を読み解く活動は、物語の登場人物の内面を具体的に想像する手掛かりとなります。 　本提案では、漫画をプレ教材として活用し、日常の想像と物語の想像をつなぐ、新しい国語授業の可能性を見出していきたいです。新たな教材のアイデアで国語を楽しむきっかけを共に探ってみましょう。


	公開授業Ⅱ　～みんなでつくる授業～
	５年　【説明文×洗剤CM】 麻生　達也　秦野市立堀川小学校
	「先生～、長くて難しくてよく分かりません…」  「先生～、どこに線を引けばいいですか？」  「先生～、ふりかえり？ 楽しかったです！」  　そんな説明文指導における「三大つまずき」を撃退せよ！ そこで提案するのが「洗剤のCM」 　短いから、つかめる。 　伝わるから、気付く。 　比べるから、見えてくる。 　高学年の説明文指導に、明日から使える魔法の杖を。創造国語からの新提案です！


	講演会　『国語の楽しさを子どもに届けたい』

